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道を縫う
-国分寺崖線沿いの斜面住宅地再編 -
SEW A PATH
REORGANIZE SLOPE RESIDENTIAL DISTRICT OF KOKUBUNJI TERRACE CLIFF SIDE
中村久都
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主査　岩佐明彦　　　副査　北山恒・陣内秀信　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　The Kokubunji city in Tokyo is formed with sloping residential areas along the Kokubunji cliff line on the 
north side.There is a gap in the slopes that is not on the flat ground due to the deviation from the site.Picking 
up attractive elements and linking them like sewing path will reorganize residential areas.
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　戦後、高度経済成長期をむかえ住宅需要が高まり、
もともと農地や緑地であった東京の郊外地域では宅地
化が進められた。まっすぐに道が整備され同じような
佇まいの戸建て住宅が立ち並んでいく。現在も、その
勢いこそ落ちたものの残っている畑や緑地は同じよう
に分譲され戸建て住宅が作られている。しかし家族の
あり方、仕事のやり方が変化し、高齢化社会といった
時代背景が変わってきている中で今までと同じ一つの
家族に一つの住宅という考えの住宅、都市の開発の仕
方では作られるものと使う人々との間に大きなギャッ
プが生まれているのではないか。そこで、地域の成り
立ちや、地形など細かい要素を手がかりに住宅地を再
編することを考える。
（１）東京都国分寺市西部
　敷地は国分寺市西部。主に光町を対象地とする。南
側にはすぐに国立市の市境があり、町内には国分寺崖
線が通っていて国立市との市境沿いに続いている。
（図１）立川市から大田区まで続く国分寺崖線
（２）土地利用
　玉川上水の分水が引かれ、武蔵野新田として開発さ
れ人々が生活をするようになり、平兵衛新田と呼ばれ
た。農業を基盤とした生活をしていたため、屋敷と農
地がセットにして区分けされた。崖線のことをハケと
も呼んだ。
平兵衛新田のハケ下に見られる路村では、ハケ下の通
りに面して間口がほぼ均等に屋敷が並び、ハケ上に向
かって短冊状に土地が伸びている。ハケ上に耕地、そ
の間のハケに屋敷林が分布している。斜面に沿って屋
敷林が線状に分布している。
（３）宅地化
戦後の住宅需要の高まりで国分寺市西部地域の畑や屋
敷林だった斜面上も宅地化する。宅地化に伴い一面屋
敷林だった斜面には新しい道が整備された。
現在も農地が少しずつ宅地開発されている。畑の中に
十数戸の戸建て住宅が立ち並んでいる光景を見ること
ができる。
１．はじめに
２．敷地
（図２）平兵衛新田の土地利用ダイアグラム
対象地域について現状の様子を調査した。
（１）築年数と擁壁形状
築年数と擁壁形状を合わせてみると住区ブロックごと
に年数と形状にまとまりがあることがわかる。
二つの分類をまとめると、1975 年以前の古い開発は
勾配が急な斜面に対して、一つの住宅のために一つの
擁壁を作っているので、一つ一つの高低差が大きく道
とのギャップも大きくなる。
対して新しい開発は住宅を一体的に、坂道の勾配も含
めて開発を行っている。これは一つ一つの住宅の擁壁
の高低差が少なくなり、 道とのギャップも少なくな
る。
（２）道
　宅地開発とともに斜面に対して道が引かれた。農地
の地割をなぞるように斜面に直角に道が引かれる。ま
た、 国立駅の箱根土地による開発は北側地域にも広
がっており、斜面の下側はグリッド状の敷地割が引か
れている。一方で斜面から斜面の上側には農家の地割
をなぞるように道が引かれる。ちょうど斜面が位置す
る場所で道の角度が変わるという特徴をもつ。
（１）違うもの同士が向かい合っている空間
　元々平地に建てられるようにできている住宅を坂道
に建てる時にはズレが生まれる。そのズレによって隙
間が生まれる。これをギャップスペースと呼ぶ。
勾配が急で築年数が古い住宅には擁壁と道とのギャッ
プが大きく出てくるのでギャップスペースが多く存在
する。
ギャップスペースは隣の家や道の擁壁と建築にはさま
れたスペース。その間に住民の生活を垣間見ることが
できる。
ギャップスペースは違うもの同士が向かい合っている
場所ということもできる。擁壁という土木的なものと
建築的なもの、使う素材や単位もかわり、公的と私的
という所有もかわる。
二つのものにはさまれた隙間空間はふたつのものをつ
なぐ役割があると考える。
（２）発見されるもの
　ギャップスペースには、カーポートの屋根や、二階
へのアクセスのための外階段、アパートの二階の部屋
へのユニット階段などが発見される。一段上の敷地が
約 3m の高さなので、住宅の２階床と一段上の敷地が
ほぼ同じ高さとなる。GAP SPACE に発見された構造物
は一段隣の敷地との接続を可能にするものとして読み
替えることができる。
３．調査 ４．GAP SPACE
（図３）築年数と擁壁形状
（図５）GAP SPACE ダイアグラム
（図６）GAP SPACE に発見されるもの
（図４）崖線沿いの道
（１）全体計画
スケッチを通して見つかった斜面地特有の空間や、構
造物を地図上にプロットすると、同じ等高線の高さで
つなげることができる。上下の動線しかなかった斜面
地に獣道のような小さな道を横に入れることで住宅同
士の緩やかなつながりを生み出す。ギャップスペース
といった曖昧な空間や、階段などの上下をつなぐ構造
物を繋いでいくことによってまちを再編する。
（２）道を縫う
GAP SPACE に建築と擁壁をつなぐようにブリッジを設
置する。敷地に合わせ、ブリッジの高さを調整する。
また、既存の構造物を活用し、道を縫っていく。
（３）周りの住宅の変化
ブリッジを通すことによって擁壁の下の段の住宅の二
階と擁壁の上の段の住宅の一階が同じ高さでつなが
る。 ブリッジに面した部屋が部屋が開き、 高齢化に
よって階段が使用できなくなった住人をサポートする
ことができたり、空き部屋が地域とつながることがで
きる。
４）新築
道が通ったあとにできる建築を考える。上の段の擁壁
に合わせたデッキを配置し、デッキの下のピロティ空
間は敷地に面する住宅の共有の庭として利用される。
　本論文を作成するにあたり、修士設計の論文構成の
助言、資料提供など多くの方に協力していただいたこ
とを心から感謝しています。中でも、岩佐明彦教授、
飯田善彦先生、陣内秀信教授、北山恒教授には丁寧か
つ熱心なご指導を賜いました。論文内容および設計方
針といったご指導をいただいたことをこの場をお借り
してお礼申し上げたいと思います。
また研究室の方々には相談に乗っていただいただけで
なく、切磋琢磨しながら建築に向き合うことができま
した。最後になりましたが、献身的な協力をいただい
た両親を含め本論に関わった全ての方々に感謝の意を
表します。
　本研究では、斜面地に現れる隙間や階段などの構築
物を道として読み替えることで、地域をつなげていく
手法を提案した。細かく地域を観察し、発見されたも
のを読み替えていくことはゆるやかに地域を再編する
方法として可能性があると考える。
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